
ピア・サポーター養成研修会

1厚生労働省委託事業 がん総合相談に携わる者に対する研修事業



注意事項
• 席の指定はありません。ソーシャルディスタンスがと
れる間隔でお座りください。

• ピア・サポーターの方々は前方のお席に、医療従事者
の方々と、見学される方々は後方のお席にお座りくだ
さい。

• 事前アンケートをご記入ください(すでに記入されてい
る方は受付にご提出ください) 。

• 受付での配布物は①スライド講義資料、②名札です。
• 講義資料、テキスト、アンケートをお忘れの方は受付
にお申し出ください。

• ご気分の優れない方は遠慮なくお申し出下さい。
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オリエンテーション
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2日間の集合研修から
オレンジの部分を動画に、ブルーの部分を置き換え
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1日間の集合研修とWebに
With COVID-19時代のHybrid研修

事前学習動画
ピア・サポートとは
ピア・サポートの役割と活動指針
相手を大切にすること、自分を大切にすること
よりよいコミュニケーションのために
行政や医療機関が支援できること
がん診療の基礎知識と情報提供の注意点
グループファシリテートのために
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最新の調査結果の報告です
• 平成26年度の第1回調査に続き、国のがん対策の進捗
評価を行うことを目的とし、がん治療病院166施設で
7,080名の患者さんを対象とし平成30年度に体験調査
が行われ、令和2年10月に発表されました。

• 納得いく治療選択ができた人 79.0%
• これまで受けた治療に納得している人 77.3%
• 今回のがん診断・治療全般について総合的に評価する
と 7.9点（0〜10点）
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患者体験調査報告書 平成30年度調査 国立がん研究センターがん対策情報センター 一部抜粋



相談支援に関しては
• 治療決定までに医療スタッフから十分な情報が得られ
た人 75.0％

• がん相談支援センターを知っていますか 66.4%
• 知っていて利用したことがある 14.4%
• 利用した方で役に立ったと感じた方 86.9%

• ピア・サポートを知っていますか 27.3%
• 知っていて利用したことがある 6.4%
• 利用した方で役に立ったと感じた方 88.1%

7

患者体験調査報告書 平成30年度調査 国立がん研究センターがん対策情報センター 一部抜粋



患者体験調査報告書 平成30年度調査 国立がん研究センターがん対策情報センター 一部抜粋
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必要としていたときには知らなかった

相談したいことはなかった

何を相談する場なのかわからなかった

プライバシーの観点から行きづらかった

自分の相談を受け止めてもらえるか自身がなかった

他の患者の目が気になった

その他

存在は知っていたが利用しなかった理由

相談支援センター ピアサポート
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ピア・サポート養成研修会 背景

• 平成24-25年「がん総合相談に携わる者に対する研修
プログラム策定事業」

• 研修、ピア・サポートが行われていない地域
• ピア・サポーター、病院、自治体それぞれに困難

• 平成30年「がん総合相談に携わる者に対する研修事
業」
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全国でピア・サポートが行われるために

ピア・サポート養成研修
（拠点病院・自治体が開催）

立ち上げ、継続の
仕組みが必要

病院での開催
１対１〜複数
がんサロン

ピア養成研修修了者

継続研修
（アドバンス研修）
グループスーパーバイズ
マネジメントのスキル等

拠点病院
活動がすでにあれば参加 拠点病院（活動のない施設）

短期サポートグループからトライ

最終形の全体像



ピア・サポート養成研修会
• 各都道府県で開催される研修会を想定

• ピアスペシャリストではなくピア・サポーターを目指
す

• “自分の体験を話す”

• 参加者として学び、背景を踏まえてご意見・ご感想を
お願いします
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